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了
見
の
狭
い
凡
人
は
「
木
を
見
て
森
を
見
な
い
」
こ
と
が
多
い
ら
し
い
。

一
方
、
度
量
の
大
き
な
人
物
は
、
森
を
俯
瞰
し
世
界
を
見
据
え
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
こ
の
言
説
に
、
前
か
ら
疑
問
を
持
っ
て
い
る
。
森

を
見
て
い
る
大
人
物
に
、
は
た
し
て
木
々
の
存
在
が
見
え
て
い
る
の
だ
ろ

う
か
。
中
に
は
、
森
の
外
っ
面
し
か
見
え
て
い
な
い
人
も
い
る
の
で
は
な

い
か
。 

　
世
界
二
二
カ
国
の
首
脳
が
山
上
の
ホ
テ
ル
に
会
し
た
七
月
の
洞
爺
湖
サ

ミ
ッ
ト
、
取
材
に
向
か
う
車
中
で
目
に
付
い
た
の
は
笹
の
枯
れ
だ
っ
た
。

あ
い
に
く
の
霧
と
雨
で
山
も
ホ
テ
ル
も
森
も
見
え
な
い
。
凡
人
は
当
然
の

よ
う
に
木
や
草
を
見
る
。
「
タ
ラ
の
芽
は
伸
び
き
っ
て
る
な
」
「
お
や
、

独
活
も
開
き
き
っ
て
る
」
「
蕨
の
二
番
芽
く
ら
い
は
出
て
な
い
か
」
。
め
っ

き
り
視
力
の
落
ち
た
目
を
凝
ら
し
て
、
道
端
を
眺
め
て
い
た
ら
、
低
地
ほ

ど
笹
が
白
く
枯
れ
て
い
る
。 

　
早
速
、
森
林
総
研
の
北
海
道
支
所
に
お
伺
い
を
た
て
る
と
、
今
年
は
低

地
の
積
雪
が
少
な
く
、
冠
雪
し
な
か
っ
た
部
分
が
凍
害
で
枯
れ
た
の
で
は

な
い
か
と
の
指
摘
を
受
け
、
得
心
し
た
。 

　
山
上
で
世
界
を
見
つ
め
て
い
る
は
ず
の
首
脳
会
議
も
、
足
元
の
国
益
に

振
り
回
さ
れ
て
、
地
球
益
の
議
論
ま
で
進
ま
な
か
っ
た
と
世
界
の
メ
デ
ィ

ア
は
伝
え
て
い
る
。 

　
気
候
変
動
問
題
は
優
れ
て
「
科
学
」
の
問
題
で
あ
る
。
科
学
は
少
な
く

と
も
九
〇
％
の
確
率
で
、
産
業
革
命
以
来
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
大
量
排
出

が
、
二
〇
世
紀
後
半
か
ら
の
急
速
な
温
暖
化
の
原
因
だ
と
し
て
い
る
。
吸

収
源
と
し
て
の
森
林
の
喪
失
も
そ
れ
を
加
速
し
て
い
る
と
。
森
は
新
技
術

に
よ
る
保
全
の
対
象
と
い
う
だ
け
で
は
な
い
。
画
期
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ

ル
に
よ
っ
て
、
森
の
経
営
も
革
新
さ
れ
ね
ば
、
持
続
可
能
性
は
生
ま
れ
な

い
。 

　
世
界
の
指
導
者
の
会
合
な
ら
、
予
定
調
和
的
な
結
論
の
前
に
科
学
的
評

価
や
危
機
の
分
析
く
ら
い
は
一
人
ず
つ
披
露
す
べ
き
で
は
な
か
っ
た
か
。

神
は
細
部
に
宿
り
給
う
と
い
う
。
サ
ミ
ッ
ト
に
限
ら
ず
、
結
論
だ
け
で
理

由
を
語
ら
な
い
人
々
は
、
木
も
森
も
見
え
て
い
な
い
と
み
な
す
こ
と
に
し

て
い
る
。 
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森
林
の
特
徴
は 

炭
水
化
物
を
蓄
積
す
る
こ
と 

図１ インドネシア中央カリマンタンの入植地 
     （泥炭湿地林を開き、ゴムを植えた場所） 

森
林
を
利
用
し
て
CO2
を
削
減 

す
る
方
法 

　
さ
て
、
森
林
や
木
材
を
利
用
し
て
大
気
中
の
CO2
を
削
減
す
る

方
法（
図
2
）に
は
、
森
林
の
面
積
を
増
や
す
（
例
え
ば
、
植
林

す
る 

①
）、
面
積
あ
た
り
の
量
を
増
や
す
（
例
え
ば
、
背
の
高

い
立
派
な
林
に
育
て
あ
げ
る 

②
）、
柱
や
紙
な
ど
木
材
の
製
品

量
を
増
や
す
（
例
え
ば
、
木
造
住
宅
を
増
や
す 

③
）
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、CO2
排
出
量
を
減
ら
す
（
現
在
の
CO2
排
出
量
は
地
球

の
自
然
吸
収
量
の
約
二
倍
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
）方
法
に

は
、
再
生
可
能
な
木
材
に
由
来
す
る
薪（
ま
き
）や
炭
、
生
物
資

源
を
石
油
や
石
炭
の
代
わ
り
に
使
っ
て
化
石
燃
料
の
消
費
量
を

減
ら
す
（
④
）、
森
林
の
伐
採
や
農
地
な
ど
へ
の
転
換
を
減
ら

す
こ
と
（
⑤
）が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
森
林
と
木
材
が
持
つ

CO2
吸
収
や
排
出
削
減
の
潜
在
力
を
地
球
全
体
で
一
〇
〇
年
を
単

位
に
見
積
も
り
し
た
研
究
が
あ
り
ま
す
（
以
下
、
熊
崎
実
著
「
木

質
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
へ
の
期
待
」
二
〇
〇
〇
を
改
変
）。
そ
れ

に
よ
る
と
、
面
積
を
増
や
す
方
法
（
①
）
で
は
五
〇
〇
か
ら
一
、

五
〇
〇
億
炭
素
ト
ン
、
面
積
当
た
り
の
量
を
増
や
す
方
法（
②
）

で
は
一
、〇
〇
〇
か
ら
二
、〇
〇
〇
億
炭
素
ト
ン
、
木
材
や
紙
な

ど
収
穫
物
、
木
材
製
品
の
形
で
貯
め
る
場
合
（
③
）
は
二
五
〇

億
炭
素
ト
ン
で
し
た
。
ま
た
、
化
石
燃
料
の
代
替
（
④
）
は
五

兆
炭
素
ト
ン
と
桁
違
い
に
大
き
く
、
森
林
減
少
の
防
止
に
よ
る

削
減
効
果
（
⑤
）
は
四
、〇
〇
〇
か
ら
五
、〇
〇
〇
億
炭
素
ト
ン

で
し
た
。
森
林
減
少
は
ブ
ラ
ジ
ル
や
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
な
ど
主
に

熱
帯
国
で
進
ん
で
お
り
、
そ
の
半
分
に
つ
い
て
は
比
較
的
安
価

に
や
め
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
（
I
P
C
C
2
0
0
7
）と
い

う
見
方
も
あ
っ
て
関
心
を
集
め
、
国
際
的
資
金
を
活
用
す
る
た

め
の
制
度
（
開
発
途
上
国
の
森
林
減
少
に
由
来
す
る
排
出
量
の

削
減
）
づ
く
り
に
国
連
等
が
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
昨
年
末
の

温
暖
化
防
止
バ
リ
会
議（
C
O
P
13
）で
条
約
批
准
国
に
よ
る
取

り
組
み
が
合
意
さ
れ
ま
し
た
。
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
も
こ
の
行
動

を
奨
励
し
て
い
ま
す
。 

森林を利用してCO2を削減する 

 

23

　北海道洞爺湖サミットでは地球温暖化対策が最重要のテーマになりました。地球温暖
化対策では森林にも一定の役割が期待されています。サミットの合意文書には違法伐採
などから森林を守るための国際的な監視網の強化や、持続可能な森林経営の促進が盛り
込まれました。 

ん
で
間
も
な
い
植
物
体
で
は
、
乾
燥
重
量
（
乾
燥
器
に
入
れ
て

水
を
殆
ど
飛
ば
し
た
と
き
の
重
さ
）
の
約
半
分
が
炭
素
の
重
さ

で
、
こ
の
炭
素
は
樹
木
が
木
材
や
紙
に
な
っ
て
も
保
持
さ
れ
ま

す
。
一
方
、
森
林
を
畑
に
変
え
た
り
、
木
材
や
紙
を
燃
や
し
た

り
す
る
と
、
蓄
積
さ
れ
て
い
た
炭
素
が
CO2
に
変
わ
り
、
大
気
な

ど
に
排
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
蓄
積
量
の
多
い
森
林
ほ

ど
失
わ
れ
る
と
き
の
排
出
量
も
多
い
の
で
、
熱
帯
の
泥
炭
湿
地

林
を
畑
（
図
１
）
や
牧
場
に
変
え
る
と
最
大
級
の
放
出
が
起
こ

り
ま
す
。
I
P
C
C*

は
第
四
次
評
価
報
告
書
で
、
大
気
中
へ

の
CO2
排
出
の
う
ち
の
五
分
の
一
は
失
わ
れ
た
森
林
か
ら
や
っ
て

き
た
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。 

洞爺湖サミットと森林総研 洞爺湖サミットと森林総研 

清野 嘉之 
（温暖化対応推進拠点長）　 

　
植
物
が
CO2
か
ら
ブ
ド
ウ
糖
な
ど
、
炭
水
化
物
を
つ
く
り
だ
す

作
用
の
こ
と
を
光
合
成
と
呼
び
ま
す
。
樹
木
は
長
生
き
が
特
徴

で
、
炭
水
化
物
か
ら
セ
ル
ロ
ー
ス
や
リ
グ
ニ
ン
な
ど
植
物
の
体

を
構
成
す
る
物
質
を
作
り
、
そ
れ
を
蓄
積
し
な
が
ら
大
き
く
育

ち
ま
す
。
幹
や
根
の
よ
う
に
植
物
の
体
を
支
え
る
器
官
に
木
部

（
木
材
を
作
る
組
織
）
を
長
年
に
わ
た
っ
て
蓄
積
し
ま
す
。
死

ん
だ
植
物
体
も
微
生
物
な
ど
に
利
用
さ
れ
な
が

ら
一
部
は
有
機
物
と
し
て
長
期
間
土

壌
に
残
り
ま
す
。
微
生
物
の
活

動
が
少
な
い
湿
地
で
は
、

生
き
た
植
物
体
よ
り
も

多
量
の
有
機
物
が
貯

ま
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
一
般
に
、

生
き
た
植
物
や
死

* Intergovernmental Panel of Climate Change（気候変動に関する政府
間パネル）：ノーベル平和賞を受賞し一般にもよく知られるようになりました。
気候変動に係る科学的知見の集約と評価を各国の政府関係者と科学者が行っ
ています。 

 図２ 森林と木材が持つCO2吸収・排出削減の潜在力  

面積を増やす 
500～1500（億tC100y-1） 

蓄積を増やす 
1000～2000（億tC100y-1） 

収穫物や製品の 
形で貯める 

250（億tC100y-1） 

化石燃料代替 
50000（億tC100y-1） 

面積や蓄積減少の 
削減 

4000～5000（億tC100y-1） 

数値は熊崎（2000）による 

植林 

大
き
な
木
に
育
て
あ
げ
る 

特集  

1

2

3

4

5

出力*  08.8.28 3:31 PM  ページ 3



相
乗
効

果の
ある活

動

45

　
と
こ
ろ
で
、
森
林
の
価
値
は
炭
素
吸
収
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
生
物
多
様
性
の
保
全
や
災
害
防
止
、
水
資
源
、
ま
た
、
木

材
や
地
域
住
民
の
生
活
資
源
の
生
産
な
ど
様
々
な
恵
み
が
あ
り

ま
す
。
そ
れ
ら
の
中
に
は
、
互
い
に
ゆ
ず
り
合
っ
て
調
和
を
図

れ
る
も
の
と
、
両
立
が
難
し
い
も
の
と
が
あ
り
ま
す
。
森
林
を

炭
素
吸
収
だ
け
で
評
価
す
る
と
、
必
要
な
他
の
恵
み
を
落
と
し

て
し
ま
う
か
も
知
れ
ま
せ
ん
。
北
海
道
洞
爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、

地
球
温
暖
化
問
題
と
と
も
に
生
物
多
様
性
の
保
全
と
利
用
の
重

要
性
が
合
意
文
書
に
盛
り
込
ま
れ
ま
し
た
。
例
え
ば
、
森
林
や

大
量
の
泥
炭
を
持
つ
湿
原
を
破
壊
か
ら
守
れ
ば
、
炭
素
の
貯
留

と
吸
収
の
働
き
を
維
持
で
き
る
ば
か
り
で
な
く
、
多
く
の
生
物

を
守
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
う
し
た
相
乗
効
果（
コ
ベ
ネ
フ
ィ
ッ

ト
）
の
あ
る
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
合
意
が
で
き
ま
し
た
。

異
な
る
恵
み
同
士
の
関
係
を
意
識
し
、
生
か
そ
う
と
す
る
複
眼

的
な
意
志
が
国
際
的
に
共
有
さ
れ
た
こ
と
は
大
き
な
意
義
が
あ

り
ま
す
。 

特集  

日
本
の
森
林
の
炭
素
吸
収 

森
林
の
様
々
な
恵
み
の
一
つ 

と
し
て
の
森
林
の
炭
素
吸
収 

　
表
１
は
、
二
〇
〇
五
年
度
と
二
〇
〇
六
年
度
に
つ
い
て
政
府

が
、
気
候
変
動
に
関
す
る
国
際
連
合
枠
組
条
約
の
事
務
局
に
提

出
し
た
数
値
を
も
と
に
、
日
本
の
森
林
の
炭
素
吸
収
・
排
出
量

を
CO2
量
に
換
算
し
た
も
の
で
す
。
日
本
の
森
林
全
体
の
吸
収

量（
CO2
換
算
）は
二
〇
〇
五
年
度
に
八
、七
五
〇
万
ト
ン
、
二
〇

〇
六
年
度
に
は
八
、
三
三
九
万
ト
ン
と
五
%
減
少
し
て
い
ま

す
が
、
京
都
議
定
書
報
告
の
対
象
と
な
る
森
林
に
限
っ
て
見
る

と
二
〇
〇
五
年
度
に
三
、
五
四
五
万
ト
ン
、
二
〇
〇
六
年
度
に

は
三
、
七
二
二
万
ト
ン
と
増
加
し
て
い
ま
す
。
日
本
が
第
一
約

束
期
間（
二
〇
〇
八
〜
二
〇
一
二
年
）の
排
出
削
減
目
標
の
達
成

に
利
用
で
き
る
森
林
吸
収
量
の
上
限
は
四
、
七
六
七
万
ト
ン
で
、

そ
れ
に
届
い
て
い
な
い（
枠
を
使
い
切
っ
て
い
な
い
）こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
ま
た
、
京
都
議
定
書
報
告
の
対
象
森
林
の
吸
収
量

増
加
の
内
訳
を
見
る
と
、
森
林
経
営
に
よ
る
増
加
が
貢
献
し
て

い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。
京
都
議
定
書
で
は
、
新
し
く
森
林

に
な
っ
た
所
で
の
吸
収
量
だ
け
で
な
く
、
森
林
の
機
能
を
持
続

可
能
な
形
で
満
た
す
よ
う
管
理
さ
れ
て
い
る
森
林（
森
林
経
営

が
行
わ
れ
て
い
る
森
林
）に
よ
る
吸
収
量
を
計
上
す
る
こ
と
が

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
日
本
で
は
森
林
面
積
を
大
き
く

増
や
す
こ
と
は
難
し
い
の
で
、
対
象
森
林
を
増
や
し
て
森
林
吸

収
量
を
増
加
さ
せ
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
り
、
森
林
経
営
が
行

わ
れ
て
い
る
森
林
を
増
や
す
な
ど
の
努
力
を
し
て
い
る
と
見
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
人
工
林
に
お
い
て
は
、
間
伐
は
人
工
林
の

健
康
の
維
持
に
役
立
つ
と
と
も
に
、
対
象
森
林
を
増
や
せ
る
の

で
、
林
野
庁
で
は
間
伐
の
た
め
の
予
算
を
増
や
し
た
り
、
間
伐

を
促
進
す
る
た
め
の
法
律
を
作
っ
た
り
し
て
い
ま
す
。
今
年
五

月
に
成
立
し
た「
森
林
の
間
伐
等
の
実
施
の
促
進
に
関
す
る
特

別
措
置
法
」
は
森
林
経
営
に
よ
る
吸
収
量
増
加
を
助
け
る 

た
め
の
計
ら
い
の
一
つ
で
す（
ど
ん
な
森
林
が
京
都
議
定
書
で

吸
収
源
と
し
て
認
め
ら
れ
る
の
か
？
な
ど
、
京
都
議
定
書
の

ル
ー
ル
の
詳
し
い
説
明
に
つ
い
て
は
、
森
林
総
合
研
究
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
解
説  h

ttp
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w
w
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ffrc
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o
.jp
/ 

research/ ryo
iki/n

e
w
/2
2
c
lim
a
te
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e
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を

ご
覧
く
だ
さ
い
）。 

　
森
林
総
合
研
究
所
で
は
、
京
都
議
定
書
の
ル
ー
ル
に
基
づ
い

て
日
本
の
森
林
の
炭
素
吸
収
量
を
算
定
す
る
方
法
を
開
発
し
ま

し
た
（
図
3
）。
計
算
は
I
P
C
C
が
推
奨
す
る
方
法
で
行
な
っ

て
お
り
、
こ
れ
を
使
っ
て
、
政
府
が
日
本
の
森
林
吸

収
量
を
計
算
し
て
い
ま
す
。
I
P
C
C
は
森
林
の

植
物
に
よ
る
炭
素
吸
収
の
計
算
に
二
つ
の
方
法

を
推
奨
し
て
お
り
、
一
つ
は
、
あ
る
期
間
を

定
め
、
そ
の
間
に
植
物
が
成
長
に
よ
り
吸

収
し
た
炭
素
量
か
ら
伐
採
や
災
害
な
ど
に

よ
り
失
わ
れ
た
炭
素
量
を
引
い
て
差
を
求

め
る
、
デ
フ
ォ
ル
ト
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
、

も
う
一
つ
は
、
あ
る
時
点
の
植
物
の
炭

素
蓄
積
量
か
ら
そ
れ
以
前
の
あ
る
時
点

の
炭
素
蓄
積
量
を
引
い
て
差
を
求
め
る
、

蓄
積
変
化
法
と
呼
ば
れ
る
方
法
で
す
。
日

本
の
場
合
は
、
殆
ど
の
森
林
の
地
理
的
な

位
置
や
樹
種
、
材
積
（
幹
の
容
積
）な
ど
の

情
報
が
国
や
都
道
府
県
な
ど
の
台
帳（
森
林
簿
）

に
あ
る
の
で
、
そ
れ
を
生
か
せ
る
後
者
を
選
ん

で
い
ま
す
。 

行政情報

地理情報林分情報

図３　日本の森林の炭素吸収量の算定方法 
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吸収量算定 

表１ 2005年度と2006年度の日本の森林の炭素吸収・排出量［単位：万トン（CO2換算）］ 

出典：日本国温室効果ガスインベントリ報告書（2007.5, 2008.5）、京都議定書３条３及び４の
下でのLULUCF活動の補足情報に関する報告書（2007.5, 2008.5）。温室効果ガスとしてメタン
や亜酸化窒素などの排出量も少量報告されているが、本表では考慮していない。 

位置・面積の検証 蓄積量・成長量の 
検証・品質向上 
 

2005年度 

京都議定書報告 
の対象森林 

幹枝葉 
など 

落葉 
など 

根など 

森林全体 8,653

2,845

20

▲114

2,939

705

5

▲35
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4

▲44

▲39

8,750

3,751
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▲79 23
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40 76
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▲29森林減少 
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2006年度 

京都議定書報告 
の対象森林 

幹枝葉 
など 

落葉 
など 

根など 

森林全体 8,714

2,997

21

▲125

3,100

738

6

▲38

770

6

▲56

▲42

8,339

3,952

39

▲268

3,722

160

54

5

▲92 26

3

▲20

43 81

3

▲29森林減少 

森林経営 

新規植林 
再生林 

枯死木 土壌 合計 
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10齢級（46～50年生）までに98トン/haの炭素を吸収することを示しています。 

森林の林木（幹・枝葉・根）が吸収（固定）する炭素の平均的な量 
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材積 

（注1） 

（注2） 

（m3/ha） 

炭素量 （注3） 
（トン/ha） 

2 15 21 28 32 38 45 50 53 56 57 59 60 61 63 64 61 64 59

（注）1.齢級とは、5年を1区分とする林齢のクラスのこと。（例：1年生から5年生までは1齢級、6年生から10年生までは2齢級） 
　　　2.各樹種の蓄積は、林野庁の「森林資源現況調査」（平成14年3月31日現在）の全国累計を用いて算出。 
　　　3.この炭素量を二酸化炭素の重さに換算するためには、炭素量に44/12（≒3.67）を乗じます。 

※炭素吸収量は、同じ樹種であっても地域、立地条件環境等の要因により異なります。 
　本表の値はあくまでも平均的な値を示す性格のものです。 

1年当たりの森林の林木（幹・枝葉・根）による炭素吸収の平均的な量 
1年当たりのおおよその炭素吸収量 

この炭素量を二酸化炭素の重さに換算するためには、 
炭素量に44/12（≒3.67）を乗じます。 
　各林齢における炭素吸収量の求め方は以下のとおり。 
　　20年生：（4齢級の炭素量  －  3齢級の炭素量）÷5年 
　　40年生：（8齢級の炭素量  －  7齢級の炭素量）÷5年 
　　60年生：（12齢級の炭素量－11齢級の炭素量）÷5年 
　　80年生：（16齢級の炭素量－15齢級の炭素量）÷5年 
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森
林
の
炭
素
吸
収
量
は
、
木
の
種
類
、
ま
た
森
の

形
態
に
よ
っ
て
も
変
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ

う
な
樹
木
、
ま
た
、
ど
の
よ
う
な
森
が
最
も
吸
収
す

る
の
で
し
ょ
う
か
。
樹
種
別
に
整
理
し
た
表
の
よ
う

な
も
の
は
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。 

　
○
○
の
木
一
本
の
炭
素
吸
収
量
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

　
森
林
総
合
研
究
所
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.ffpri.affrc.g

o.jp/research/ry

oiki/new
/2
2
clim

ate/new
2
2
-2
.htm

l

）
で
、

ス
ギ
人
工
林
や
広
葉
樹
天
然
林
の
林
木
（
森
林
の
樹
木

の
こ
と
）
の
炭
素
量
（
図
4
）
や
一
年
当
た
り
の
炭
素
吸

収
量
（
図
5
）
の
概
数
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ

ら
の
数
値
は
全
国
の
平
均
的
な
値
で
、
あ
る
特
定
の
木

や
、
土
地
に
植
林
す
る
と
き
の
具
体
的
な
数
値
を
示
す

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
炭

素
吸
収
量
に
は
一
般
に
、
樹
種
よ
り
も
、
気
候
や
地
形

の
違
い
の
影
響
の
方
が
大
き
く
効
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
値
を
概
数
と
し
て
使
う
こ
と
に
大
き
な
問
題
は
あ

り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
地
域
や
立
地
環
境
な
ど
の
影
響

が
あ
る
こ
と
を
頭
に
お
い
て
、
対
象
の
林
ご
と
に
、
こ

こ
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
値
よ
り
も
成
長
が
良
い
と
か
悪

い
と
か
の
補
正
を
し
な
が
ら
使
わ
れ
る
と
宜
し
い
か
と

思
い
ま
す
。 

　
林
木
一
本
の
炭
素
吸
収
量
は
、
森
林
の
炭
素
吸
収
量

を
木
の
数
で
割
っ
て
求
め
ま
す
。
閉
鎖
し
た
（
樹
冠
が

全
体
に
ふ
さ
が
っ
て
い
る
状
態
の
）
森
林
の
吸
収
量
に

木
の
本
数
は
殆
ど
影
響
し
ま
せ
ん
。
つ
ま
り
、
木
の
本

数
の
多
い
森
林
の
木
一
本
の
炭
素
吸
収
量
は
、
木
の
本

数
の
少
な
い
森
林
の
木
一
本
の
炭
素
吸
収
量
よ
り
少
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
足
し
合
わ
せ
た
土
地
面
積
当
た
り
の
炭

素
吸
収
量
は
、
ほ
ぼ
同
じ
に
な
る
と
い
う
わ
け
で
す
。 

　
今
号
で
は
地
球
温
暖
化
を
特
集
し
ま
し
た
が
、
昨
年
の
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
は
地
球
温

暖
化
問
題
に
多
大
の
貢
献
を
し
て
い
る
I
P
C
C
に
贈
ら
れ
ま
し
た
。
創
刊
号
で
も
お

知
ら
せ
し
ま
し
た
よ
う
に
、
森
林
総
合
研
究
所
で
は
三
人
の
研
究
職
員
が
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
に
貢
献
し
た
と
I
P
C
C
よ
り
認
め
ら
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
そ
の
中
か
ら
松
本

光
朗
・
温
暖
化
対
応
推
進
室
長
に
、
研
究
仲
間
の
岡
部
貴
美
子
・
森
林
昆
虫
研
究
領
域

チ
ー
ム
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

森林の炭素吸収量に関する 

我が国の森林の林齢別の平均的な林分材積を用いて、1ha当たりの炭素吸収（固定）量を計算してみました。 

上述で算出された炭素量を使って、1年当たりの炭素吸収の平均的な量を計算してみました。 

IPCCのノーベル平和賞受賞に貢献した 
松本 光朗 温暖化対応推進室長にインタビュー 

松本 光朗 
温暖化対応推進室長 

 

岡
部
：
地
球
温
暖
化
防
止
に
対
す
る
貢
献
で
I
P
C
C
が
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
を
受
け
た
こ
と
に

つ
い
て
、
学
術
上
の
貢
献
を
認
め
ら
れ
、
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

松
本
：
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
和
賞
を
受
賞
し
た
I
P
C
C(

注)

の
一
員
と
し
て
誇
り

に
思
い
ま
す
。 

岡
部
：
最
初
に
受
賞
の
ニ
ュ
ー
ス
を
聞
い
た
と
き
、
ど
う
思
わ
れ
ま
し
た
か
。 

松
本
：
I
P
C
C
の
仲
間
で
は
し
ば
し
ば
ジ
ョ
ー
ク
の
メ
ー
ル
が
流
れ
る
の
で
、
初
め
は
こ
れ

も
ジ
ョ
ー
ク
だ
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
で
放
送
さ
れ
、
I
P
C
C

の
パ
チ
ャ
ウ
リ
議
長
か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
届
き
、
よ
う
や
く
本
当
な
ん
だ
と
実
感
し
ま
し
た
。

科
学
面
で
の
貢
献
を
し
て
き
た
I
P
C
C
が
、
科
学
関
係
の
賞
で
は
な
く
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
も
ら
う
こ
と
自
体
が
時
代
の
変
化
を
示
し
て
い
ま
す
ね
。 

岡
部
：
I
P
C
C
に
参
加
し
て
、
ど
ん
な
苦
労
が
あ
り
ま
し
た
か
。 

松
本
：
初
め
て
参
加
し
た
と
き
は
、
聞
い
た
こ
と
の
な
い
専
門
用
語
が
飛
び
交
う
英
語
の
議
論

に
追
い
つ
く
こ
と
が
で
き
ず
、
す
っ
か
り
自
信
を
な
く
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
議

論
は
上
手
で
な
く
て
も
、
し
っ
か
り
準
備
し
た
原
稿
を
出
そ
う
と
考
え
、
努
力
し
ま
し
た
。
そ

う
し
た
と
こ
ろ
、
三
回
目
の
会
合
で
皆
が
私
の
発
表
を
高
く
評
価
し
て
く
れ
て
、
私
が
提
案
し

た
方
法
を
「
ミ
ツ
オ
の
手
法
」
と
呼
ぶ
な
ど
、
私
の
意
見
に
耳
を
傾
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
I
P
C
C
の
一
員
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ
た
瞬
間
で
し
た
。 

岡
部
：
も
と
も
と
、
温
暖
化
の
研
究
が
ご
専
門
で
す
か
？ 

松
本
：
森
林
情
報
が
専
門
分
野
で
、
最
初
は
全
国
統
一
的
な
森
林
資
源
に
関
わ
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。
で
も
、
当
時
は
社
会
的
な
ニ
ー
ズ
が

低
く
、
軌
道
に
乗
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
が
地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て
の
日
本
が
背
負
う
こ
と

と
な
っ
た
三
・
八
％
の
森
林
吸
収
量
の
推
定
に
利
用
で
き
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
つ
い
に
実
現

し
ま
し
た
。
そ
れ
は
ま
た
、
私
が
I
P
C
C
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
っ
た
理
由
の
ひ
と
つ
で
も
あ

り
ま
す
。 

岡
部
：
大
変
な
I
P
C
C
に
参
加
す
る
こ
と
に
し
た
、
そ
も
そ
も
の
き
っ
か
け
は
何
で
し
ょ
う
。 

松
本
：
I
P
C
C
で
活
動
し
て
い
た
上
司
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
た
の
で
す
が
、
と
て
も
私
に
務
ま

る
仕
事
と
は
思
え
ず
、
そ
れ
を
断
っ
た
の
で
す
。
で
も
、
そ
の
こ
と
を
家
に
帰
っ
て
妻
に
話
し
た

ら
、「
こ
れ
を
受
け
る
か
受
け
な
い
か
で
、
あ
な
た
の
将
来
が
変
わ
る
わ
ね
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。

そ
の
言
葉
が
ぐ
っ
と
胸
に
来
ま
し
た
。
一
晩
考
え
て
、
引
き
受
け
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

岡
部
：
奥
さ
ん
の
そ
の
一
言
が
な
け
れ
ば
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
も
な
か
っ
た
の
で
す
ね
。 

松
本
：
そ
う
で
す
ね
。
感
謝
し
て
い
ま
す
。 

岡
部
：
最
後
に
、
温
暖
化
を
防
ぐ
た
め
に
、
私
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。 

松
本
：
温
暖
化
を
防
ぐ
こ
と
は
簡
単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
森
林
研
究
と
い
っ
た
個
別
部
門
だ
け
で

考
え
て
い
て
も
見
誤
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
部
門
で
の
対
策
、
政
府
か
ら
個
人
の

生
活
ま
で
の
各
レ
ベ
ル
で
の
対
応
、
こ
れ
ら
が
連
携
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
ま
さ
に
「
地
球
規

模
に
思
い
を
巡
ら
せ
、
身
近
な
と
こ
ろ
か
ら
実
践
す
る
（T

h
in
k g
lo
b
a
lly, A

c
t lo
c
a
lly

）
」

と
い
う
こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。 

岡
部
：
今
日
は
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

注
）
I
P
C
C: 

気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
。
世
界
中
の
論
文
を
レ
ビ
ュ
ー
し
、
第
四
次

評
価
報
告
書
で
地
球
温
暖
化
の
危
機
を
具
体
的
に
指
摘
し
た
。h

ttp
://w

w
w
.ip
c
c
.c
h
/

まつもとみつお。 

愛知県瀬戸市出身の49才。

IPCC第4次評価報告書第3

作業部会報告書（2007年刊

行）の代表執筆者をはじめと

して、IPCCの活動にわが国

を代表して貢献している。

熊本市にある当所九州支所

勤務時代に始めたスキュー

バダイビングが趣味で、森

林だけではなく世界の海の

調査（？）も続けている。 

写真1 
松本室長が執筆に関わった 
IPCC報告書 

写真2  
IPCCから松本室長に送られた賞状。
上部にはノーベル平和賞の賞状が配
されている 
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89

　
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
に
よ
る
ア
ジ
ア
産
マ
ツ
タ
ケ
の
原
産
国
判
別

が
誤
判
率
五
%
で
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
成
果

は
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
管
理
へ
の
応
用
が
可
能
で
あ
り
、

そ
の
結
果
、
輸
入
品
が
大
き
く
占
め
る
日
本
の
マ
ツ
タ
ケ
市

場
に
お
い
て
、
適
正
な
価
格
設
定
や
品
質
管
理
な
ど
販
売
者

と
消
費
者
と
の
信
頼
関
係
、
ま
た
、
関
税
の
公
正
性
の
面
か

ら
、
取
引
相
手
国
と
日
本
国
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
に
役
立

ち
ま
す
。
本
判
別
法
の
詳
細
を
森
林
総
合
研
究
所
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（h

ttp
://w

w
w
3
.ffp
ri.a
ffrc
.g
o
.jp
/ 

R
e
N
e
w
H
P
/la
b
s
/m
a
ts
u
ta
ke
/

）
に
公
開
し
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
、
マ
ツ
タ
ケ
の
進
化
過
程
の
解
析
に
利
用
で
き

る
「
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
」
と
い
う
D
N
A
配
列
に
着

目
し
ま
し
た
。
こ
の
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
は
、
マ
ツ
タ

ケ
の
染
色
体
に
お
び
た
だ
し
い
数
で
存
在
す
る
こ
と
か
ら
、

マ
ツ
タ
ケ
が
種
と
し
て
確
立
さ
れ
た
過
程
で
増
え
た
り
染
色

体
上
の
位
置
を
転
移
し
た
マ
ツ
タ
ケ
に
特
有
な
Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
（
図
2
）。
今
回
、
マ
ツ
タ
ケ
が
ア
ジ

ア
各
地
に
拡
が
り
な
が
ら
進
化
し
た
過
程
を
推
定
で
き
る
レ

ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ
ン
を
見
つ
け
出
し
、
こ
れ
を
指
標
に
し

て
ア
ジ
ア
産
マ
ツ
タ
ケ
の
原
産
国
判
別
法
を
開
発
し
ま
し
た
。 

アジア産マツタケの 
 
アジア産マツタケの 
 

（きのこ・微生物研究領域 主任研究員）　 

レトロトランスポゾンと呼ばれるDAN配列を指標にして、 
アジア産マツタケの原産国を判別する方法を開発しました。 

村田  仁 　
食
の
安
全
が
求
め
ら
れ
る
中
で
、
輸
入
食
材
の
原
産
国
表

示
の
信
頼
性
確
保
が
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。
マ
ツ
タ
ケ
は

商
業
価
値
の
高
い
き
の
こ
で
す
が
、
人
工
栽
培
が
で
き
ず
、

野
生
き
の
こ
の
み
が
流
通
し
て
い
ま
す
。
近
年
、
日
本
で
流

通
す
る
マ
ツ
タ
ケ
の
九
五
%
は
外
国
産
で
あ
り
、
関
税
の
施

行
並
び
に
適
正
価
格
の
設
定
の
た
め
、
そ
の
ト
レ
ー
サ
ビ
リ

テ
ィ
ー
管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ア
ジ
ア
産
、
地
中
海

沿
岸
産
及
び
北
米
産
の
マ
ツ
タ
ケ
は
き
の
こ
の
形
態
か
ら
そ

れ
ぞ
れ
区
別
が
つ
き
、
分
類
学
的
な
種
も
異
な
り
ま
す
（
図

１
）。
し
か
し
、
ア
ジ
ア
産
マ
ツ
タ
ケ
は
同
じ
種
で
、
形
態
に

よ
る
区
別
も
困
難
で
す
。
ま
た
、
平
成
一
八
年
度
現
在
、
輸

入
量
も
ア
ジ
ア
産
が
そ
の
大
半
を
占
め
、
中
で
も
中
国
産
は

全
体
の
七
〇
%
を
占
め
ま
す
。
私
た
ち
は
、
野
生
の
マ
ツ
タ

ケ
の
み
が
流
通
し
て
い
る
こ
と
に
着
目
し
、
マ
ツ
タ
ケ
が
世

界
各
地
に
拡
が
り
進
化
し
た
軌
跡
を
た
ど
る
こ
と
の
出
来
る

Ｄ
Ｎ
Ａ
配
列
を
見
つ
け
れ
ば
、
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
ー
管
理

が
可
能
に
な
る
と
考
え
、
本
研
究
に
取
り
組
み
ま
し
た
。 

〈日本産〉 〈中国産〉 〈トルコ産〉 

図１ アジア産（日本産と中国産）と地中海沿岸産（トルコ産）マツタケ 

図２ アジア産マツタケのDNA原産国判別法の原理 

　
今
回
開
発
し
た
方
法
は
、
農
産
物
の
品
種
判
別
や
環
境
中

の
微
生
物
の
検
査
、
血
縁
関
係
の
分
析
や
犯
罪
捜
査
な
ど
、

幅
広
い
分
野
で
使
わ
れ
て
い
る
Ｐ
Ｃ
Ｒ
法
と
い
う
簡
便
な
Ｄ

Ｎ
Ａ
分
析
方
法
で
す
。
本
法
で
は
、
レ
ト
ロ
ト
ラ
ン
ス
ポ
ゾ

ン
が
集
ま
っ
た
領
域
の
長
さ
を
指
標
に
用
い
ま
し
た
。
こ
の

分
析
法
を
使
う
こ
と
に
よ
り
、
試
験
し
た
マ
ツ
タ
ケ
九
五
菌

株
で
、
日
本
産
、
韓
国
・
北
朝
鮮
産
、
中
国
北
東
部
産
、
チ

ベ
ッ
ト
地
域
産
の
マ
ツ
タ
ケ
を
誤
判
率
五
%
で
識
別
可
能
で

し
た
。
ま
た
、
極
東
地
域
産
の
マ
ツ
タ
ケ
同
士
、
あ
る
い
は

チ
ベ
ッ
ト
地
域
産
の
マ
ツ
タ
ケ
同
士
は
類
縁
性
が
非
常
に
高

い
こ
と
、
そ
の
一

方
で
極
東
地
域
産

と
チ
ベ
ッ
ト
地
域

産
の
間
に
は
類
縁

性
が
低
い
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
（
図

3
、
4
）。 

図３ PCR法（�と�の二つの系）の解析データの例。
PCR法で増幅したDNAは、その有無と長さ（塩基の
数[bpと表示]）を反映したバンドとして確かめるこ
とが出来ます。 

図４ レトロトランスポゾンに基づくアジア産マツタケの分布 
     （地理的タイプＡとＢを表示）。 

研究の“森” から 研究の“森” から 
No.172

求
め
ら
れ
る
ト
レ
ー
サ
ビ
リ
テ
ィ
管
理 

原

産

国

判

別

法

の

開

発

 

ど
の
よ
う
に
応
用
す
る
か
？

 

DNA原産国判別法 DNA原産国判別法 
アジア産マツタケの 
 DNA原産国判別法 
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研究の“森” から 研究の“森” から 
No.173

1011

（森林昆虫研究領域長）　 
牧野 俊一 

在来生物に悪影響を与える侵略的外来種の対策に 

　　小笠原諸島西島で 
外来種の外来種の 
　　クマネズミを根絶 ! 
 

　　小笠原諸島西島で 
外来種の外来種の 
　　クマネズミを根絶 ! 
 

　　小笠原諸島西島で 
外来種の 
　　クマネズミを根絶 ! 
 

侵
略
さ
れ
る
小
笠
原
の
生
態
系 

ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
安
全
な
根
絶
方
法
を
開
発 

根
絶
後
の
生
態
系
の
変
化
を
見
守
る 

　
本
土
か
ら
離
れ
る
こ
と
一
、
〇
〇
〇
km
、
太
平
洋
に
浮
か

ぶ
島
々
か
ら
な
る
小
笠
原
諸
島
は
、
独
自
の
進
化
を
遂
げ
た

固
有
動
植
物
の
文
字
通
り
の
宝
庫
と
い
え
ま
す
（
図
1
）。
し

か
し
人
間
に
よ
っ
て
持
ち
込
ま
れ
た
様
々
な
外
来
生
物
が
こ

う
し
た
固
有
生
物
に
与
え
る
影
響
は
甚
大
で
、
小
笠
原
の
世

界
遺
産
登
録
へ
の
大
き
な
課
題
と
も
な
っ
て
い
ま
す
。
と
り

わ
け
ク
マ
ネ
ズ
ミ
（
写
真
1
）
は
「
世
界
の
外
来
侵
入
種
ワ
ー

ス
ト
1
0
0
」
に
選
ば
れ
る
ほ
ど
、
在
来
生
物
に
悪
影
響
を
与

え
て
い
る
生
物
で
す
。
小
笠
原
に
は
一
九
二
〇
年
代
頃
に
持

ち
込
ま
れ
た
ら
し
く
、
い
ま
で
は
小
笠
原
の
ほ
と
ん
ど
の 

島
に
住
み
着
き
、
貴
重
な
固
有
樹
種
の
種
子

を
食
い
荒
ら
し
て
新
し
い
木
を
生
え
に
く
く

し
た
り
、
海
鳥
を
捕
食
す
る
な
ど
し
て
、
そ

の
生
態
系
に
深
刻
な
事
態
を
も
た
ら
し
て
い

ま
す
。
ク
マ
ネ
ズ
ミ
自
身
に
は
何
の
罪
も
な

い
こ
と
で
す
が
、
固
有
生
物
の
貴
重
さ
と
の

バ
ラ
ン
ス
を
考
え
れ
ば
、
こ
う
し
た
侵
略
的

外
来
種
は
根
絶
、
つ
ま
り
一
匹
残
ら
ず
駆
除
す
る
の
が
最
良

で
す
。
数
を
減
ら
す
だ
け
で
は
、
も
と
も
と
増
殖
能
力
に
長

け
た
彼
ら
の
こ
と
、
す
ぐ
回
復
し
て
し
ま
う
か
ら
で
す
。
し

か
し
根
絶
は
決
し
て
簡
単
で
は
な
く
、
安
易
に
行
う
べ
き
で

も
あ
り
ま
せ
ん
。
外
来
生
物
と
は
い
え
、
生
態
系
に
組
み
込

ま
れ
た
生
物
を
消
滅
さ
せ
れ
ば
思
わ
ぬ
影
響
が
生
じ
る
お
そ

れ
も
あ
り
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
小
笠
原
に
適
し
た
ク
マ
ネ
ズ
ミ
根
絶
法
を
作
り
、

生
態
系
へ
の
影
響
を
調
べ
る
モ
デ
ル
と
し
て
西
島
を
選
び
ま 

し
た（
写
真
2
）。
面
積
〇 
・
五
�
ほ
ど
の
こ
の
無
人
の
小
島
で

は
、
固
有
種
の
樹
木
の
種
子
が
ク
マ
ネ
ズ
ミ
に
食
い
荒
ら
さ

れ
て
い
ま
す
。
ネ
ズ
ミ
以
外
の
動
物
が
近
づ
け
な
い
よ
う
な

Ｔ
字
型
の
餌
台
（
写
真
3
）
を
開
発
し
、
こ
れ
に
殺
鼠
剤
を
入

れ
て
地
面
に
設
置
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
二
〇
〇
七
年
三

月
、
島
全
体
に
餌
台
を
約
八
〇
〇
個
設
置
し
た
と
こ
ろ
、
最

初
は
ク
マ
ネ
ズ
ミ
に
食
わ
れ
て
減
っ
て
い
た
餌
が
約
二
週
間

後
に
は
ほ
と
ん
ど
減
ら
な
く
な
り
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
活
動
痕

跡
も
見
ら
れ
な
く
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
何
度
も
ネ
ズ
ミ

を
捕
ま
え
る
た
め
の
ワ
ナ
を
設
置
し
、
ま
た
彼
ら
が
活
動
す

る
夜
間
の
直
接
観
察
や
、
自
動
撮
影
装
置
な
ど
、
様
々
な
方

法
で
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
生
息
を
調
査
し
て
い
ま
す
が
、
二
〇
〇

八
年
四
月
現
在
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
生
息
を
示
す
証
拠
は
全
く

見
つ
か
っ
て
お
ら
ず
、
根
絶
は
成
功
し
た
と
判
断
さ
れ
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
な
ど
海
外
で
は
、
外
来
ネ
ズ
ミ
の
根
絶

例
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
す
が
、
日
本
で
は
初
め
て
の
成
功
例

で
す
。 

　
こ
の
あ
と
動
植
物
相
や
生
態
系
が
ど
の
よ
う
に
変
化
し
回

復
し
て
く
る
か
、
ク
マ
ネ
ズ
ミ
の
駆
除
が
も
た
ら
す
効
果
を

調
べ
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。
す
で
に
、
在
来
樹
種
の
実
生

（
芽
生
え
）
の
生
存
率
が
上
昇
す
る
な
ど
、
望
ま
し
い
影
響

が
出
始
め
て
い
ま
す
。
あ
る
生
物
を
根
絶
す
る
に
あ
た
っ
て

は
生
態
系
や
他
の
生
物
に
対
す
る
十
分
な
配
慮
と
共
に
、
関

係
者
や
地
元
住
民
の
方
々
の
理
解
と
同
意
が
必
要
な
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
根
絶
作
戦
に
あ
た
っ
て
も
、 

小
笠
原
の
皆
さ
ん
に
は
折
に
触
れ
て
こ
の
研
究
に
つ
い
て
説 

明
す
る
機
会
を
設
け
る
と
と
も
に
、
様
々
な
方
面
で
ご
協
力

を
頂
い
て
い
ま
す
。
そ
う
し
た
配
慮
を
続
け
つ
つ
、
今
回
開

発
さ
れ
た
方
法
の
有
効
性
が
確
認
さ
れ
れ
ば
、
他
の
無
人
島

で
も
有
効
に
利
用
で
き
る
と
思
わ
れ
ま
す
。 

写真3  殺鼠剤用に開発した餌台（赤い線が10cm） 

図１  小笠原の位置 
 

写真1  外来種のクマネズミ 

写真2  父島から見た西島 
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204Pb 206Pb 207Pb 208Pb

研究の“森” から 研究の“森” から 
No.174

1213

　
鉛
は
質
量
数
の
異
な
る
同
位
体
を
持
ち
、
そ
の
割
合
の
違

い
に
よ
り
起
源
や
発
生
源
の
違
い
を
推
定
で
き
ま
す
。
例
え

ば
、
大
気
中
の
ホ
コ
リ
に
含
ま
れ
る
鉛
と
、
土
壌
の
母
材
（
地

質
鉱
物
）
に
含
ま
れ
る
鉛
の
同
位
体
の
割
合
が
大
き
く
異
な

る
場
合
、
こ
の
こ
と
を
利
用
し
て
、
樹
木
中
の
鉛
が
大
気
か

ら
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
か
、
そ
の
場
所
の
土
壌
か
ら
吸
収
さ

れ
た
も
の
か
を
区
別
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

　
そ
こ
で
、
私
た
ち
は
、
大
気
か
ら
流
入
し
た
鉛
が
、
森
林

生
態
系
の
中
で
ど
の
よ
う
に
分
布
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

す
る
た
め
に
、
関
東
地
方
の
ス
ギ
林
で
降
水
、
土
壌
、
樹
木

中
に
含
ま
れ
る
鉛
の
同
位
体
の
割
合
を
分
析
し
ま
し
た
（
写

真
1
、 

2
）。 

　
分
析
の
結
果
、
森
林
の
樹
木
（
幹
、
枝
、
葉
、
樹
皮
な
ど
）

お
よ
び
土
壌
の
浅
い
部
分
（
表
層
か
ら
一
〇
〜
一
五
セ
ン
チ

位
ま
で
）
の
同
位
体
の
割
合
（
同
位
体
比
）
は
土
壌
下
層
と

大
き
く
異
な
り
、
大
気
か
ら
入
る
鉛
（
降
水
中
の
鉛
）
に
近

い
値
に
な
り
ま
し
た
（
図
2
）。
こ
の
こ
と
は
、
大
気
中
の
鉛

が
、
森
林
の
土
壌
表
層
に
蓄
積
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、
樹

木
が
土
壌
中
の
鉛
を
吸
収
し
て
い
る
こ
と
、
さ
ら
に
、
再
び

落
ち
葉
と
し
て
林
床
に
落
ち
る
こ
と
に
よ
り
、
鉛
が
森
林
内

で
循
環
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
森

林
は
大
気
か
ら
流
入
し
た
鉛
を
捕
捉
す
る
フ
ィ
ル
タ
ー
の
効

果
を
も
ち
、
大
気
の
環
境
を
浄
化
す
る
機
能
を
発
揮
し
て
い

る
こ
と
が
科
学
的
に
証
明
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
な
森
林
の
フ
ィ
ル
タ
ー
効
果
は
私
た
ち
人
間
に

と
っ
て
は
大
気
を
浄
化
す
る
の
で
都
合
の
い
い
機
能
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
一
方
で
は
森
林
に
捕
捉
さ
れ
た
鉛
な
ど
の
環

境
汚
染
物
質
が
森
林
生
態
系
で
生
活
す
る
動
植
物
に
悪
影
響

を
お
よ
ぼ
す
可
能
性
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ま
で

に
捕
捉
さ
れ
、
蓄
積
し
た
汚
染
物
質
が
将
来
、
河
川
へ
流
出

し
水
質
を
悪
化
さ
せ
た
り
す
る
可
能
性
も
考
え
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
森
林
に
蓄
積
し
た
鉛
が
ど
の
よ
う
に
移
動
し
た
り
、

広
が
っ
た
り
し
て
い
く
の
か
、
ま
た
、
森
林
生
態
系
の
生
き

物
に
お
よ
ぼ
す
影
響
な
ど
に
つ
い
て
の
研
究
が
必
要
で
す
。

そ
の
前
に
、
ま
ず
私
達
が
環
境
を
汚
染
し
な
い
よ
う
に
十
分

気
を
付
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

（立地環境研究領域 主任研究員）　 

伊藤  優子 

図1 世界の鉛生産量の歴史 

写真1 スギ林での降水試料採取 
 

写真2 土壌断面の様子 
 

　
鉛
は
紀
元
前
か
ら
幅
広
い
用
途
に
使
用
さ
れ
て
き
た
金
属

で
す
。
例
え
ば
、
古
代
ロ
ー
マ
時
代
に
は
既
に
水
道
管
や
酒

器
な
ど
に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
二
〇
世
紀
後
半
に

は
ガ
ソ
リ
ン
の
ア
ン
チ
ノ
ッ
ク
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
、
排
気

ガ
ス
と
と
も
に
大
量
に
大
気
中
に
排
出
さ
れ
て
い
ま
し
た
（
図

１
）
。
日
本
は
い
ち
早
く
ガ
ソ
リ
ン
の
無
鉛
化
の
対
策
を
実
施

し
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
大
気
へ
の
鉛
の
排
出
は
大
幅
に
減

少
し
、
鉛
に
よ
る
大
気
汚
染
は
解
決
し
た
と
思
わ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
鉛
は
少
量
で
も
生
物
に
と
っ
て
有
害
な
物
質

で
あ
り
、
ま
た
、
一
度
大
気
な
ど
に
排
出
さ
れ
る
と
長
期
間

環
境
中
に
と
ど
ま
る
物
質
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
、
排
出
量
は
減
少
し
ま
し
た
が
、
現
在
で
も
様
々
な
人
間

活
動
に
由
来
す
る
鉛
が
大
気
中
に
排
出
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。 

大気中の鉛を捕捉する 
森林フィルター 

大気中の鉛を捕捉する 
森林フィルター 

大気中の鉛を捕捉する 
森林フィルター 

人
類
と
鉛
の
古
い
付
き
合
い 

同
じ
様
で
違
う
鉛
、
鉛
の
同
位
体 

森

林

の

フ

ィ

ル

タ

ー

効

果

 

人
間
の
目
か
ら
見
た
フ
ィ
ル
タ
ー
効
果 Adriano（1986）より作成 

* 注釈・鉛の同位体 
鉛の元素記号はPbです。鉛は質量数の異なる4種類の同位体を持っていま
す。それぞれ 204Pb、206Pb、207Pb、208Pbと表します。鉛の産地をく
らべる時には、質量数が206と207の同位体比がよく使われます。 

図2 スギ林で採取した試料の鉛同位体比のちがい 

　大気から森林に流入した環境汚染物質である鉛
の動きを調べるため、鉛の同位体分析を行った結
果、鉛は土壌表層部に蓄積し、樹木との間で循環
していることが明らかになりました。森林は大気
中の鉛を保持し、鉛が外部へ流出することを防ぎ、
環境を浄化する働きをしています。 

出力*  08.8.28 3:34 PM  ページ 8



写真１ 
ミズナラのドングリの 
結実調査（栃木県日光、 
群落動態研究室担当） 
 

写真２ スギの芽生えの調査 
        （鹿児島県屋久島、植生管理研究室担当） 

豊凶のパターンが地域や 
 気象条件で変わる事が 
  分かってきた。 

倒木の上など特殊な場所でしか 
 生きる事が出来ない。 

15

研究領域紹介 全国巡り 

14

森
林
植
生
研
究
領
域 

国
際
連
携
推
進
拠
点 

北
海
道
育
種
場 

九
州
支
所 

当
支
所
は
、
九
州
・
沖
縄
地
域
の
暖
温
帯
・
亜
熱
帯
に
お
け
る
シ
イ
・
カ
シ
等
の

自
然
林
お
よ
び
ス
ギ
・
ヒ
ノ
キ
等
の
人
工
林
を
対
象
に
、
森
林
や
生
息
生
物
の
育
成

や
保
全
に
関
す
る
研
究
、
森
林
病
虫
害
や
山
地
災
害
の
低
減
・
回
避
、
お
よ
び
林
業

経
営
等
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

九
州
本
島
で
は
、
人
工
林
が
大
面
積
に
伐
採
さ
れ
た
後
、
植
林
さ
れ
な
い
ま
ま
放

置
さ
れ
る
と
い
っ
た
問
題
が
発
生
し
て
い
ま
す
（
写
真
上
）
。
こ
の
た
め
、
リ
モ
ー

ト
セ
ン
シ
ン
グ
技
術
や
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
（
G
I
S
）
を
使
っ
て
そ
の
発
生
原
因

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
植
生
の
自
然
回
復
へ
の
シ
カ
食
害
の
影
響
や
土
砂
崩

壊
発
生
危
険
度
を
調
べ
、
適
切
な
伐
採
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
策
定
を
目
指
し
た
研
究
を

進
め
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
ヤ
ン
バ
ル
ク
イ
ナ
（
写
真
下
）
を
は
じ
め
と
す
る
稀
少
生
物
の
生
息
す
る

沖
縄
本
島
北
部
に
お
い
て
、
生
物
の
多
様
性
保
全
と
森
林
利
用
が
両
立
す
る
適
正
な

森
林
管
理
手
法
の
提
言
を
目
指
し
た
研
究
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

大面積皆伐後の植林地 

ヤンバルクイナの親子 

国
内
外
で
の
国
際
的
森
林
研
究
の
連
携
を
推
進
す
る
た
め
、
二
〇
〇
六
年
度
に
こ

の
拠
点
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。
研
究
所
主
催
の
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
ス
ト
ッ
プ
森

林
破
壊
」
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
等
を
通
じ
、
ま
た
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
ボ
ゴ
ー
ル

の
国
際
林
業
研
究
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｉ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
）
へ
の
研
究
者
派
遣
、
国
際
森
林
研
究

機
関
連
合
（
Ｉ
Ｕ
Ｆ
Ｒ
Ｏ
）
の
日
本
事
務
局
、
森
林
行
政
機
関
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
あ

る
ア
ジ
ア
森
林
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
（
Ａ
Ｆ
Ｐ
）
事
務
局
を
務
め
る
な
ど
、
様
々
な

森
林
関
係
機
関
、
研
究
機
関
や
学
術
的
集
団
と
の
連
携
強
化
の
た
め
情
報
発
信
や
密

接
な
交
流
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
ま
た
拠
点
メ
ン
バ
ー
自
身
も
第
一
線
の
研
究
者
と

し
て
様
々
な
国
際
的
研
究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
例
と
し
て
、
二
〇
〇
四
年
末
の

イ
ン
ド
洋
大
津
波
を
被
っ
た
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
（
写
真
１
）
の
被
害
と
回
復
過
程
の

解
析
、
ま
た
森
林
の
分
布
パ
タ
ー
ン
の
時
間
的
変
化
や
配
置
を
解
析
（
図
1
）
し
て

熱
帯
地
域
の
森
林
減
少
要
因
を
解
明
し
、
温
暖
化
対
策
に
貢
献
す
る
た
め
の
将
来
予

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
測
に
繋
げ
る
研
究
な
ど
を
行
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
て
い
ま
す
。 

あ
る
場
所
に
生
え
て
い
る
植
物
の
集
団
の
こ
と
を
植
生
と
い
い
ま
す
。
植
生
や
そ
の
一

員
で
あ
る
樹
木
の
特
徴
を
生
態
学
の
視
点
か
ら
研
究
し
て
い
る
の
が
私
た
ち
の
研
究
領
域

で
、
二
つ
の
研
究
室
が
あ
り
ま
す
。 

そ
の
内
容
を
紹
介
し
ま
す
。
第
一
に
、
樹
木
の
生
活
史
（
一
生
に
わ
た
る
変
化
の
様
子
）

を
解
明
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
ド
ン
グ
リ
が
豊
作
や
凶
作
に
な
る
条
件
や
意
味
を
自
然

環
境
や
他
の
生
物
と
の
関
係
か
ら
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す（
写
真
１
）。 

第
二
に
、
生
活
史
特
性
を
生
か
し
た
森
林
の
育
成
方
法
を
開
発
し
て
い
ま
す
。
多
く
の
樹

木
は
更
新
で
き
る
（
発
芽
し
て
成
長
す
る
）
場
所
が
限
ら
れ
て
い
る
の
で
、
例
え
ば
ス
ギ
が
更

新
で
き
る
よ
う
に
倒
木
を
残
す
な
ど
、
効
果
的
な
更
新
方
法
を
研
究
し
て
い
ま
す
（
写
真
2
）。 

更
に
、
希
少
な
樹
木
や
荒
廃
し
た
森
林
な
ど
の
保
全
・
回
復
方
法
を
開
発
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
絶
滅
危
惧
種
で
あ
る
ヒ
メ
バ
ラ
モ
ミ
を
別
の
場
所
に
移
植
し
て
保
護
・
繁
殖
さ

せ
る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
海
外
の
荒
れ
た
土
地
に
植
林
す
る
方
法
を
研
究
し
て

い
ま
す
（
本
号
の
「
海
外
事
情
」
を
ご
覧
下
さ
い
）。 

写真1 津波でなぎ倒され砂を被ったマングローブ跡地 
       （写真：米田令二氏） 

図1 タイの森林（緑の部位）の変化 
    （20年間で国土の42％から32％に減少） 

林
木
育
種
セ
ン
タ
ー
北
海
道
育
種
場
は
、
札
幌
圏
の
市
民
に
「
原
始
林
」
と
呼
ば
れ
親
し

ま
れ
て
い
る
野
幌
森
林
公
園
の
江
別
市
側
の
入
口
に
あ
り
ま
す
。 

こ
こ
で
は
、
北
方
系
樹
種
で
あ
る
ト
ド
マ
ツ
、
エ
ゾ
マ
ツ
類
の
針
葉
樹
や
ミ
ズ
ナ
ラ
、
カ

ン
バ
類
の
広
葉
樹
を
主
な
対
象
に
新
品
種
の
開
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
内
最
大
の

天
然
林
を
擁
す
る
北
海
道
に
お
い
て
絶
滅
に
瀕
す
る
樹
木
や
北
海
道
開
拓
時
代
か
ら
の
巨

樹
・
名
木
を
は
じ
め
、
森
林
を
構
成
す
る
多
様
な
樹
種
の
遺
伝
資
源
を
収
集
、
保
存
し
、
育

種
を
は
じ
め
と
す
る
各
種
研
究
等
に
提
供
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
こ
れ
ら
に
必
要
な
調
査
研
究
、
育

種
や
種
苗
増
殖
に
よ
る
成
果
を
用
い
て
の
技
術
指

導
も
行
っ
て
い
ま
す
。 

例
年
、
育
種
場
の
作
業
は
、
種
苗
の
増
殖
な
ど

春
先
に
野
外
作
業
が
集
中
し
ま
す
が
、
今
年
は
、

ト
ド
マ
ツ
、
ア
カ
エ
ゾ
マ
ツ
が
数
年
ぶ
り
に
着
花

し
た
た
め
、
急
遽
、
優
れ
た
品
種
を
開
発
す
る
た

め
の
人
工
交
配
を
す
る
こ

と
に
な
り
、
職
員
総
出
で

日
程
を
や
り
繰
り
を
し
な

が
ら
作
業
を
進
め
て
い
ま
す
。 

写
真
は
ト
ド
マ
ツ
の
人

工
交
配
の
様
子
で
す
。
一

〇
月
頃
に
は
種
子
の
詰
ま
っ

た
球
果
を
採
取
し
、
こ
れ

を
育
て
て
特
性
を
調
査
し

て
い
き
ま
す
。 
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荒漠地を緑に、 
そして 二酸化炭素の吸収源へ 

火山周辺で発生した 
地震による大規模な土砂災害 

火山周辺で発生した 
地震による大規模な土砂災害 

海
外
事
情 

 

　
地
球
上
に
は
、
土
地
が
荒
れ
て
人
が
利
用
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
た
荒
漠

地
と
呼
ば
れ
る
場
所
が
、
乾
燥
・
半
乾
燥
地
帯
を
中
心
に
陸
地
面
積
の
三
割

以
上
も
あ
り
ま
す
（
図
）。
そ
の
多
く
は
元
々
森
林
で
あ
っ
た
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
が
、
過
剰
な
耕
作
や
放
牧
な
ど
に
よ
っ
て
土
地
が
荒
れ
て
、
植
物
が

ほ
と
ん
ど
生
え
て
い
な
い
土
地
へ
と
変
化
し
た
も
の
で
す
。
そ
こ
で
は
、
さ

ら
に
乾
燥
化
が
進
ん
だ
り
、
土
壌
中
の
塩
類
が
濃
く
な
っ
た
り
し
て
、
砂
漠

化
現
象
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。 

　
私
た
ち
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
お
い
て
、
こ
の
荒
漠
地
へ
の
新
し
い
植
林

方
法
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
乾
燥
地
帯
に
は
表
土
近

く
に
非
常
に
硬
い
層
が
発
達
す
る
ハ
ー
ド
パ
ン
型
土
壌
が
、
半
乾
燥
地
帯
に

は
塩
類
が
表
土
に
貯
ま
っ
て
く
る
塩
類
集
積
土
壌
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。
ハ
ー

ド
パ
ン
型
土
壌
で
は
、
硬
く
て
樹
木
の
根
が
伸
び
ら
れ
な
い
土
層
を
爆
破
し

て
や
わ
ら
か
く
し
て
植
え
る
方
法(

写
真
１)

、
塩
類
集
積
地
で
は
、
濃
い
塩

が
あ
る
表
面
を
避
け
る
た
め
長
さ
約
一
m
の
パ
イ
プ
に
植
栽
し
た
苗
木
を
植

え
込
む
方
法(

写
真
2)

が
良
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
ま
た
、
い
ず
れ
の

場
合
も
ユ
ー
カ
リ
の
一
種
で
あ
る
カ
マ
ル
ド
レ
ン
シ
ス
種
が
、
乾
燥
や
塩
分

に
強
く
成
長
も
旺
盛
で
植
栽
に
好
適
な
樹
種
で
あ
る
事
が
解
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
よ
う
に
し
て
植
栽
し
た
植
林
地
で
は
、
一
ヘ
ク
タ
ー
ル
あ
た
り
年
間

約
二
・
五
ト
ン
も
の
炭
素
を
吸
収
固
定
で
き
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
こ

れ
は
、
温
暖
多
雨
な
日
本
の
森
林
が
固
定
す
る
炭
素
の
量
に
匹
敵
し
ま
す
。

今
回
対
象
と
し
た
二
タ
イ
プ
の
土
壌
は
世
界
中
で
合
わ
せ
て
七
四
、
六
〇
〇

万
ha
も
存
在
し
、
地
球
上
の
荒
漠
地
面
積
の
一
八
％
を
占
め
ま
す
。
で
す
か

ら
こ
れ
ら
の
土
地
は
、
地
球
上
の
人
間
が
生
活
に
よ
っ
て
は
き
出
す
一
年
間

の
炭
素
量（
七
・
一
ギ
ガ
ト
ン
）の
二
六
％（
一
・
九
ギ
ガ
ト
ン
）を
吸
収
・
固

定
で
き
る
能
力
を
持
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
荒
漠
地
に
植
林
を
す
る
と
い

う
事
は
、
森
林
を
再
生
す
る
だ
け
で
な
く
、
二
酸
化
炭
素
の
吸
収
源
、
炭
素

の
貯
留
庫
と
し
て
地
球
環
境
の
改
善
に
役
立
て
る
事
で
も
あ
る
の
で
す
。 

　
平
成
二
〇
年
六
月
一
四
日
午
前
八
時
四
三
分

頃
に
発
生
し
た
岩
手
・
宮
城
内
陸
地
震
に
よ
っ

て
、
栗
駒
山
周
辺
で
は
地
す
べ
り
や
崩
壊
な
ど

の
大
規
模
な
土
砂
災
害
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
。

今
回
の
特
徴
と
し
て
、
火
山
性
の
地
層
が
拡
が

る
山
間
地
域
で
震
源
の
浅
い
直
下
型
地
震
が
発

生
し
た
こ
と
に
よ
る
、
急
崖
斜
面
の
崩
壊
や
土

石
流
、
巨
大
な
地
す
べ
り
、
さ
ら
に
岩
塊
が
遠

方
ま
で
流
れ
落
ち
た
崩
壊
な
ど
が
発
生
し
た
こ

と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
一
般
に
地
震
に
伴
う
地

す
べ
り
や
崩
壊
は
、
地
震
の
揺
れ
に
よ
る
力
が

斜
面
に
作
用
し
、
土
層
や
岩
盤
が
抵
抗
し
き
れ

ず
に
斜
面
か
ら
分
離
し
崩
落
し
て
発
生
し
ま
す
。

こ
の
た
め
地
震
の
揺
れ
が
大
き
く
、
し
か
も
抵

抗
力
が
小
さ
い
土
層
や
岩
盤
な
ど
が
分
布
す
る

場
所
が
、
土
砂
災
害
の
発
生
す
る
危
険
性
が
高

い
と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
点
、
火
山
性
の

地
層
は
一
般
的
に
抵
抗
力
が
小
さ
い
こ
と
が
多

い
た
め
、
今
回
の
よ
う
な
大
規
模
な
土
砂
災
害

の
発
生
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
今
後

も
現
地
調
査
を
進
め
つ
つ
、
地
震
時
の
土
砂
災

害
の
減
災
に
向
け
て
研
究
を
進
め
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。 

写真１ ハードパン型土壌での植林試験地（西オーストラリア、レオノラ付近） 
　　　  地表を流れる雨水をせき止める土手を設置した試験地。 
　　　  （大きさ約300ｍ×500ｍ） 

写真２ 塩類集積土壌での植林試験地（西オーストラリア、ウィケピン周辺） 
　　    表土における高濃度の塩類を避けるため埋めたパイプに苗を植栽  
          している。 

田内 裕之  森林植生研究領域長　 

写真２  栗駒山の南山麓で発生した大規模な地すべり 

時の話題 

17

図 世界の乾燥地（UNEPの資料による）：濃いオレンジ色の地域は極乾燥地（植物が生育できないいわゆる砂漠）、オレンジ色と黄色の地域がそれぞれ乾燥
　  地と半乾燥地。荒漠地はこの乾燥地と半乾燥地を中心に広がる。 

写真1 巨大な岩塊を多く含んで遠方まで流れ落ちた斜面崩壊 

浅野 志穂  九州支所 山地防災研究グループ長　 

出力*  08.8.28 3:36 PM  ページ 10
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木材用実大横型引張試験機 
こ れ が お 宝  

　
森
林
総
合
研
究
所
は
、
二
〇
〇
八
年
三
月
に
木
材
用
の
引
張
試
験
機

と
し
て
は
世
界
最
大
の
実
大
横
型
引
張
試
験
機（
前
川
試
験
機
製
作
所

製
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
本
試
験
機
は
、
最
大
で
、
幅
一
五
�
、
厚
さ

六 
〇
�
、
長
さ
八 
・
四
�
の
試
験
体
を
約
二
〇
〇
tf
の
荷
重
ま
で
引
っ

張
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
引
張
試
験
機
と
し
て
最
も
重
要
な
チ
ャ
ッ

ク
部
分
は
、
く
さ
び
型
治
具
と
油
圧
を
併
用
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
試
験

体
を
確
実
に
つ
か
み
、
か
つ
、
め
り
込
み
が
引
張
破
壊
に
影
響
を
及
ぼ

さ
な
い
機
構
を
も
っ
て
い
ま
す
。 

　
我
が
国
で
は
、
ス
ギ
等
地
域
材
を
用
い
た
異
樹
種
集
成
材
等
の
新
し

い
木
質
材
料
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
ら
の
材
料
を
住
宅
等
木
質

構
造
物
の
構
造
部
材
と
し
て
利
用
す
る
に
は
、
構
造
安
全
性
を
確
保
す

る
た
め
に
材
料
の
曲
げ
・
圧
縮
・
引
張
り
等
の
強
さ
を
明
確
に
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
本
試
験
機
の
導
入
に
よ
っ
て
、
従
来
困
難
で
あ
っ
た

大
き
な
断
面
を
も
つ
木
質
材
料
の
引
張
り
強
度
を
適
正
に
評
価
す
る
こ

と
が
可
能
に
な
り
、
地
域
材
の
需
要
拡
大
に
貢
献
で
き
る
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。 

　
山
間
部
の
渓
流
に
い
く
と
、
色
鮮
や
か
な
ト
ン
ボ
を
見
か
け
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
ミ
ヤ
マ
カ
ワ
ト
ン
ボ
と
い
う
名
前
で
、
日
本
の
カ
ワ
ト
ン
ボ
の
中
で
は

最
も
大
き
い
体
を
し
て
い
ま
す
。
流
れ
の
間
の
突
出
し
た
岩
の
上
に
、
色
の
綺

麗
な
成
熟
し
た
オ
ス
が
止
ま
っ
て
い
る
の
を
よ
く
見
か
け
ま
す
。
こ
れ
は
、
自

分
の
縄
張
り
を
見
張
っ
て
い
る
の
で
す
。
他
の
オ
ス
が
侵
入
し
て
く
る
と
、
相

手
を
激
し
く
追
飛
し
て
縄
張
り
の
外
へ
追
い
や
り
、
メ
ス
が
く
る
の
を
待
ち
ま

す
。
め
で
た
く
交
尾
が
終
了
す
る
と
、
メ
ス
は
体
中
を
薄
い
空
気
の
層
で
覆
い

な
が
ら
水
中
に
潜
り
、
植
物
の
茎
な
ど
に
産
卵
を
し
ま
す
。
一
時
間
以
上
潜
っ

て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
産
卵
後
は
い
っ
き
に
水
面
に
浮
き
上
が
り
、
羽
で

水
面
を
強
く
打
っ
て
空
中
へ
飛
び
立
ち
ま
す
。
こ
の
光
景
は
、
五
月
頃
か
ら
盛

夏
期
に
か
け
て
、
日
本
各
地
で
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

　
な
お
、
孵
化
し
た
幼
虫
（
ヤ
ゴ
）
は
渓
流
の
淵
や
よ
ど
み
の
中
で
、 

落
ち
葉
な
ど
の
下
に
隠
れ
て
、
羽
化
す
る
ま
で
の
二
年
ほ
ど
の 

間
、
小
さ
い
水
生
昆
虫
を
食
べ
て
生
活
し
て
い
ま
す
。 

写真２  作業デッキ上に設置された計測及び 
           自動制御ユニット 

写真1  集成材（寸法：105mm×600mm×7400mm）の引張試験の様子 

ミヤマカワトンボ 
 

Calopteryx cornelia Selys

♀ 

♂
 

長尾 博文 構造利用研究領域 材料接合研究室長 （
関
西
支
所 

生
物
多
様
性
研
究
グ
ル
ー
プ
主
任
研
究
員
） 

3

吉
村 

真
由
美 
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プ
レ
ス 

リ
リ
ー
ス
よ
り 

「
頻
発
す
る
大
規
模
山
地
災
害
は
な
ぜ
起
き
る
か
」
公
開
講
演
会 

 

森
林
総
合
研
究
所
研
究
報
告 

 
　
ハ
チ
の
体
液
を
吸
う
寄
生
ダ
ニ
が
、
実
は

ハ
チ
の
用
心
棒
に
な
っ
て
い
る
例
を
世
界
で

初
め
て
発
見 

 

　
生
物
界
に
は
、
異
な
る
種
ど
う
し
が
助
け
合
う
相
利
共
生

の
い
ろ
い
ろ
な
例
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
あ
る
種
の
ダ
ニ
は

特
定
の
ハ
チ
に
だ
け
寄
生
し
ま
す
が
、
そ
の
相
手
と
な
る
ハ

チ
は
ダ
ニ
を
巣
に
運
ぶ
た
め
の
特
別
な
部
屋
（
ア
カ
リ
ナ
リ
ウ

ム
）
を
体
に
持
っ
て
い
ま
す
。
ど
う
し
て
こ
の
よ
う
な
部
屋
が

進
化
し
て
き
た
の
か
は
長
い
間
謎
で
し
た
。
し
か
し
、
森
林

昆
虫
研
究
領
域
岡
部
貴
美
子
チ
ー
ム
長
は
、
巣
に
運
ば
れ
た

ダ
ニ
が
ハ
チ
の
天
敵
を
攻
撃
し
、
ハ
チ
の
幼
虫
を
守
る
と
い

う
相
利
関
係
の
あ
る
こ
と
を
発
見
し
ま
し
た
。 

●
詳
し
く
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 
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地
下
水
の
流
れ
る
音
を
探
知
し
て
山
崩
れ

の
場
所
を
予
測
す
る
技
術
を
開
発 

 

　
水
土
保
全
研
究
領
域
の
多
田
泰
之
研
究
員
が
、
山
地
斜
面

で
地
下
水
の
集
中
す
る
場
所
に
発
生
す
る
音
を
探
知
し
、
豪

雨
時
に
山
崩
れ
の
起
き
や
す
い
場
所
を
予
測
す
る
方
法
を
開

発
し
ま
し
た
。 

●
詳
し
く
は
、
左
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
下
さ
い
。 
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何でも報告コーナー 

　創刊号アンケートでは、幅広い立場の方からのご意見、ご感想をいただきました。どんな研究に感心が寄せられ、ど

んな記事を読みたいかなど、普段なかなか聞くことのできない皆様の生の声をお寄せいただき、大変参考になりました。 

 今後も森林総合研究所の研究について、わかりやすく、タイムリーな記事をお届けしていきたいと思いますので、引

き続きご愛読いただき、お気づきの点などお聞かせいただければ幸いです。（企画部　研究情報科　山田美穂） 
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営巣中のアトボシキタドロバチ 

地下流水音の測定 

●
論
文 

　
御
嶽
山
に
お
け
る
密
な
チ
マ
キ
ザ
サ
林
床
を
も
つ
亜
高
山
　

　
帯
針
葉
樹
林
の
構
造
と
動
態 

 

　
　
杉
田
久
志
・
岩
本
宏
二
郎
・
森
澤
猛
・
齋
藤
智
之
・ 

       

壁
谷
大
介
・
岡
本
透
・
酒
井
寿
夫 

 

●
短
報 

　
苫
小
牧
国
有
林
に
お
け
る
43
年
生
ウ
ダ
イ
カ
ン
バ
人
工
林
　

　
の
成
長 

　
　 

石
橋
聰
・
高
橋
正
義
・
鷹
尾
元
・
佐
野
真 

  ●
研
究
資
料 

　
ス
リ
ラ
ン
カ
の
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
類
の
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト(

1) 

　
ム
カ
シ
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
科
お
よ
び
フ
ト
カ
ミ
キ
リ
亜
科
を
　

　
除
く
カ
ミ
キ
リ
ム
シ
科 

　
　
　
槇
原
寛
・
ア
マ
ー
ニ
・
マ
ン
ナ
カ
ラ
・
藤
村
俊
彦
・
大

　
　
竹
昭
郎 
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10
月
15
日（
水
）、
平
成
20
年
度
公
開
講
演
会
を
開

催
し
ま
す
。
今
年
度
は
、「
頻
発
す
る
大
規
模
山
地
災

害
は
な
ぜ
起
き
る
か
」
―
そ
の
発
生
予
測
と
被
害
の

軽
減
に
向
け
て
―
を
テ
ー
マ
に
左
記
の
と
お
り
講
演

を
行
い
ま
す
。 

 

●
講
演
課
題
及
び
講
演
者 

　
①
地
下
水
か
ら
崩
壊
を
予
測
す
る 

 

　
　 

多
田
泰
之
（
水
土
保
全
研
究
領
域 

山
地
災
害
研
究
室  

        

研
究
員
） 

　
②
地
震
に
よ
る
大
規
模
崩
壊
・
地
す
べ
り
の
発
生
メ
カ
ニ

　
　 

ズ
ム 

　
　
　
浅
野
志
穂
（
九
州
支
所 

山
地
防
災
研
究
グ
ル
ー
プ
長
） 

　
③
長
距
離
に
わ
た
っ
て
流
れ
る
土
石
流
災
害
の
予
測
に
向

　
　
け
て 

　
　
　
岡
田
康
彦
（
水
土
保
全
研
究
領
域 

治
山
研
究
室 

研
究
員
） 

●
日
時 

 

　
平
成
20
年
10
月
15
日
（
水
）
14
時
〜
17
時
30
分 

●
会
場 

 

　
ヤ
ク
ル
ト
ホ
ー
ル 

 

　
東
京
都
港
区
東
新
橋
1-

1-

19  

ヤ
ク
ル
ト
本
社
ビ
ル 

 

　
T
E
L
　
0
3-

3
5
7
4-

7
2
5
5 

●
交
通 

 

　
J
R
新
橋
駅 

 

　
地
下
鉄
都
営
浅
草
線 

新
橋
駅 

1
番
出
口 

 

　
地
下
鉄
銀
座
線 

新
橋
駅  

2
番
出
口 

●
参
加
費
　
無
料 

●
問
い
合
わ
せ
先 

 

　
独
立
行
政
法
人
森
林
総
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 2008年岩手・宮城内陸地震 

2004年新潟県中越地震 

編集後記  

（表紙の写真）右からトウネズミモチ、ヌルデ、ドイツトウヒ、アラカシの葉 （誌名の背景）カラマツの木目 
（裏表紙の写真） ノリウツギ：北海道から九州に分布する、落葉低木あるいは小高木で、高さ5m程になる。花期は7～9月。 

 　　　　　樹皮の粘液をとって紙すきの糊に用いたことから、この名がついた。 
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